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鳥取県 IJU ターン BIG 相談会オンライン参加者フォームにおける 
個人情報の閲覧設定不備について 

令和４年１月２１日 

ふるさと人口政策課 

 

県が公益財団法人ふるさと鳥取県定住機構（以下、「定住機構」という。）に委託実施している「鳥

取県 IJU ターン BIG 相談会（オンライン）」において、下記のとおり利用者の個人情報が閲覧可能と

なっていたことが判明し、直ちに参加者に今回の経緯の説明と謝罪を行いました。 

今後、同様の事案が起きないよう再発防止策を講じて、個人情報の適切な管理に努めます。 
    

１ 概要 

令和４年１月１５日及び１６日に開催した「鳥取県 IJU ターン BIG 相談会（オンライン）」にお

いて利用するオンラインイベントプラットフォーム「EventHub」のフォーム内において、各参加申

込者が入力した自己紹介ページ等が他の参加申込者から閲覧可能な状態になっていたことが、令和

４年１月６日に判明した。（当該フォームは参加申込者以外閲覧できない仕様であり、外部からの

閲覧は不可となっている。） 

なお、発見後直ちにフォーム設定変更を行い、閲覧可能な状態は判明日中に解消された。 
※EventHub（イベントハブ）・・・オンライン（ハイブリッド含む）イベントをブラウザ上で開催・参加するためのプラットフォーム。 

チケット販売、参加者管理、動画配信、アンケート等イベント開催に必要な機能をパッケージで提供。 

 

２ 発生原因 

 システム運用をしている定住機構職員が、入力フォーム内の閲覧権限の設定を誤り、また十分な

設定確認を行わず運用したため、参加申込者が他の申込者の入力内容を閲覧可能な状況となってし

まったもの。 

   

３ 閲覧できた可能性のある情報 

 参加者氏名（ニックネームも可）、年代、出身地、参加日、イベント参加の目的、現在の職業（会

社員などの属性）、興味のある市町村、興味のある職業、就職・移住の希望時期、自己紹介 

件数：判明日時点の参加申込者：２４名分 

 

４ 漏洩期間 

令和３年１２月１２日（申込開始時）から令和４年１月６日（該当ページの閲覧権限修正時）まで 

 

５ 対応状況 

・イベントフォームの閲覧権限設定を修正し、参加申込者が他の参加申込者ページを閲覧できない

よう修正した。 

・他の参加申込者により閲覧可能となっていた参加申込者全員に対しては、メールで今回の経緯の

説明と謝罪を行った。（参加申込者２４名全員に謝罪済） 

 

６ 再発防止策 

・個人情報の取扱いに関するチェック表を作成し、システムの設定に誤りや漏れがないか、複数職

員によりチェックする運用へと変更した。 

・県、定住機構職員において個人情報保護に関する研修会を実施し、再発防止に努めた。 

  

 

【参考】「鳥取県 IJU ターン BIG 相談会オンライン」について】 

（１）日時・場所：令和４年１月 15 日（土）・16 日（日） オンライン実施 

（２）主催・委託先：定住機構、鳥取県 委託先：ふるさと鳥取県定住機構（鳥取市扇町） 

（３）概要：先輩移住者との面談、とっとり暮らしセミナー、就活セミナーのライブ配信や県内市町村・出展

企業等の紹動画の放映等を行うとともに、オンライン上での移住・就職等相談と、企業の人事担

当者との面談を実施（※県内 18 市町、県内企業 39 社が参加） 
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ワーケーション推進に向けた取組状況について 

令和４年１月２１日 

ふるさと人口政策課 

 

      ワーケーション自治体協議会、（一社）日本経済団体連合会、（公社）日本観光振興協会が連携して実施する官民

参加型のワーケーションツアー「令和３年度ワーケーション・コレクティブインパクト」を本県において開催しました。 

また、ワーケーションに向けた理解の促進と、将来の二拠点居住や、移住のきっかけとして注目されているファミリ

ーワーケーションについて、以下のとおり実施しました。 

 

１ ワーケーション・コレクティブインパクト鳥取プログラムの開催 

 本プログラムでは、“都市人財と地域との関わりの進化”をテーマに、県内ワーケーション拠点の視察と、県内の

新しい働き方の実践者や全国的な有識者との意見交換を交えながら地域課題解決に向けた議論を行った。 

（１）日 程 令和３年１２月１４日（火）から１７日（金）まで 

（２）主 催 鳥取県、ワーケーション自治体協議会 

（３）テーマ 都市人財と地域の関わりを進化させる 

〜進化思考×ワーケーション in とっとり〜 

（４）概 要 ・経団連の関心が高い副業・兼業やワーケーションなど「働き方

の変革」を軸に開催 

         ・デザイナーの太刀川英輔氏が考案し、新たなイノベーションの思考方

法として注目される「進化思考」を取り入れたワークショップを実施 

         ・最先端の議論と地域の実情の両面から理解が進むよう、ワーケ

ーションや働き方改革の専門家と地元の実践者による事例発表、 

意見交換を実施 

（５）参加者 １３名（中央省庁職員、都市圏企業（経団連）関係者、県内企業等） 

＜参加者の声＞  

  ・進化思考を用いたワークショップが興味深かった。 

 ・地域課題について地元事業者との意見交換ができてよかった。 

 ・参加者同士で新たな関係性を構築することができた。 

     その他、鳥取県との連携や県内への拠点設置など今後の取組に前向きな感想が多数寄せられた。 

 

２ ファミリーワーケーションの推進 

（１）「鳥取県ファミリーワーケーションプランナー（兼モデレーター）」の委嘱 

県内でファミリーワーケーションが日常的に実施される状況を実現するための方策提案に都市部人財を活用する。 

ア 委嘱した者 今村 茜氏（（株）毎日みらい創造ラボ、親子ワーケーション部 代表） 

イ 委嘱期間  令和３年８月１日（日）から令和４年３月１８日（金）までの約８ヶ月間 

           

（２）大山町における実証実験の実施 

ア 日 程   令和３年１１月５日（金）から７日（日）まで（２泊３日） 

イ 参加者   首都圏、関西圏の会社員など４家族１３人 

＜参加者の声＞  

  ・海を眺めながら仕事をするのは在宅勤務と全く違い、旅情があり開放感  

がある。子どもも地域の方と一緒に遊んで鳥取の日常を体験し、得難い時

間になった。 

・地域の体制が素晴らしいの一言に尽きる。お試し住宅に長期滞在するこ

とが可能ならば検討したい。 

ウ その他  令和３年１２月４日（土）～６日（月）、南部町農泊推進協議会主催で、ファミリーワーケーションツ

アーを首都圏の会社員など４家族１３名（大人５名、子ども８名）が参加し２泊３日で実施。民間主体

の動きへも広がりが見られる。 
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鳥取砂丘の観光振興、活性化及び保全における鳥取県と鳥取市との連携協約の締結について 

 
令 和 ４ 年 1 月 2 1 日 

観 光 戦 略 課 

緑 豊 か な 自 然 課 

子 育 て 王 国 課 

 

令和３年 12 月 23 日に、鳥取砂丘の観光振興、活性化及び保全における鳥取県と鳥取市との連携協約を締結し、

その後、連携協約第２条に基づく県市連携協議会を開催しましたので、報告します。 

 

１ 連携協約の締結 

県と鳥取市が連携して、鳥取砂丘の貴重な自然・景観を保全し、それを活用した鳥取砂丘全体の観光振興、

活性化に向けて一体的かつ継続的に事業を実施するための基本的な方針及び役割分担を定めた地方自治法

第252条の２第1項の規定に基づく連携協約を締結しました。 

（１）日時 令和３年12月23日（木）午前11時～ 

（２）場所 とりぎん文化会館 １階 展示室 （鳥取市尚徳町101-5） 

（３）締結者  鳥取県 平井知事、鳥取市 深澤市長 

（４）連携する内容   

  ・鳥取砂丘の観光振興の推進 

  ・鳥取砂丘の保全と利活用 

  ・鳥取砂丘西側エリアにおける滞在環境の上質化の推進 

  ・鳥取砂丘の交通環境の整備 

  ・情報共有の推進 

（５）連携協約の発効 令和４年1月1日 

 

２ 第1 回鳥取砂丘の観光振興、活性化及び保全における県市連携協議会 

県と鳥取市は、連携協約締結後初めてとなる県市連携協議会をオンラインで開催し、砂丘西側３施設の民間事
業公募概要について合意、また、鳥取砂丘に係る令和４年度事業の検討状況について共有しました。 

（１）日時 令和４年１月14日（金）午前11時～ 

（２）場所 鳥取県庁議会棟３階 特別会議室（鳥取市東町1丁目220番地） 

      鳥取市役所本庁舎２階 多目的室１（鳥取市幸町71番地） 

（３）出席者 

   県：副知事、交流人口拡大本部長、生活環境部長、子育て・人財局長、ほか関係部局長 等 

   市：副市長、経済観光部長、ほか関係部局長 等 

（４）調整・意見交換内容   

①砂丘西側３施設（サイクリングターミナル、柳茶屋キャンプ場、こどもの国キャンプ場）の民間事業公募

概要について 

 <募集要項の骨子(案)> 

ア 対象施設（３施設）を一体的に利活用･管理して民間事業として行うキャンプやグランピングを中心
としたサービス（以下「事業」という）について、公募型プロポーザル方式で事業提案を募集し、事
業者を選定する。 

イ 事業の内容はキャンプ（グランピング等含む）を中心とするサービスとし、選定された提案内容を事
業者が実施する。提案内容は自由であるが、低廉な価格のサービスを含む提案を期待する。また、国
立公園内の施設としてふさわしく、鳥取砂丘の滞在環境の上質化に寄与する提案を期待する。 

   ウ 事業実施にあたっては、県、市、事業者の３者による協定を締結したうえで、３施設とも公の施設の
廃止手続きを行い、事業者に貸付けて実施する（こどもの国キャンプ場は、こどもの国本体とは切り
離し、キャンプ場部分のみ公の施設の廃止・貸付けを行う）。 

   エ 事業者は、その責任において施設を管理し、事業実施にかかる費用を負担する。 
   オ 施設の貸付料は無償とするが、事業提案に基づく納付金について３者合意のうえ収納する。 
   カ 開業時期は原則として令和５年４月１日とする。 
   キ 事業期間は10年間とし、事業者がさらに10年の事業継続を望む場合は契約の更新を行う(最大20年

とする)。 
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ク 施設の名称は、事業者からの提案をもとに県市で協議の上、決定する。 
   ケ こどもの国本体とキャンプ場の境界整備については、事業者決定後に県での実施を予定している。 

（市道からこどもの国キャンプ場への進入路(管理道)の整備(拡幅含む)、柳茶屋キャンプ場内を通り
西側ビジターセンターへ接続する遊歩道の整備は、市が実施予定） 

<審査方法等> 
 ア 有識者（観光団体、経済団体、鳥取砂丘未来会議）及び関係行政（環境省、県、市）の職員で審査

委員会を構成する。 
イ １次審査（書面審査）及び２次審査（プレゼンテーション）の２回で審査を行う。 
ウ 評価項目には、「施設の企画コンセプトに関すること」、「事業の計画性・実現性に関すること」、「地
域経済の活性化に関すること」、「現在の利用者の今後の利用への配慮等に関すること」等を盛り込む。 

  <スケジュール(予定)> 
   令和４年２月２２日：募集開始 
       ３月 ４日：現場説明会 
       ４月中旬 ：提案審査、優先交渉権者の決定 

６月   ：財産の無償貸付に係る議案等を県市の議会へ附議 
       ７月   ：県市及び事業者で基本協定を締結 
       ８月末  ：現施設の利用を停止 

９月   ：事業者への引渡し、行政及び事業者で関係整備に着工 
令和５年４月   ：新施設オープン 

 

②令和４年度取組の検討状況 

   砂丘の観光振興、活性化及び保全に向け、令和４年度に県・市それぞれで検討している取組について共有

を図った。 

<令和４年度に検討している主な取組> 

 （県） 

〇鳥取砂丘魅力向上事業（ウィンター・イルミネーションへの補助金、民間事業者等が行うイベントプ

ログラム実施に係る補助金等） 

  〇こどもの国50周年に向けた整備事業（遊具の新設等の整備や、新たな「キャンプ場」としてのリニュ

ーアルオープンに向け、こどもの国とこどもの国キャンプ場の境界整備 等） 

  〇鳥取砂丘西側地区受入環境整備事業（鳥取砂丘フィールドハウス（仮称）整備等） ほか 

 （市） 

  〇鳥取砂丘西側整備事業（３施設の一体的な管理運営と民間活力導入に向けた管理道の測量設計等） 

〇山陰海岸ジオパーク事業（多鯰ケ池周辺への観光誘客を図るための東屋や木道整備への支援） 

〇砂の美術館管理運営 ほか 
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観光・宿泊事業等に関する新型コロナ対策連携協議会の開催結果について 

令和４年１月２１日 

観 光 戦 略 課 

 

ポストコロナを見据えた観光施策を検討するため、昨年11月に県庁内に部局横断的なプロジ

ェクトチーム「ポストコロナを見据えた観光振興推進プロジェクトチーム」（以下「プロジェク

トチーム」という。）を設置し、観光振興対策案をとりまとめました。この内容等について観光

事業者と意見交換を行うための会議を開催しました。 

いただいた意見を令和４年度の予算編成等に反映していきます。 

 

１ 日 時 令和４年１月１８日（火）午後２時４５分～３時３５分 

２ 場 所 鳥取県庁災害対策本部室（第２庁舎３階）、中部・西部からリモート参加 

３ 出席者  
所属 役職名 氏名 

（公社）鳥取県観光連盟 会長 小谷 文夫 

はわい温泉・東郷温泉旅館組合 組合長 中島 伸之 

三朝温泉旅館協同組合 理事長 沖田 雅浩 

皆生温泉旅館組合 組合長 伊坂 明 

鳥取県観光施設連絡協議会 会長 川口 博樹 

鳥取砂丘アクティビティ協会 代理出席 長谷川 浩司 

（一社）日本旅行業協会中四国支部鳥取地区委員会 委員長 久保島 宏 

（一社）全国旅行業協会鳥取県支部 事務局長 大原 範雄 

（一社）鳥取県バス協会 会長 中島 文明 

鳥取県 知事 平井 伸治 

     その他、鳥取県の観光・商工・農林担当部局 

 

４ プロジェクトチームにおける目標及び検討案 

  ＜目標＞令和４年には、新型コロナウイルス感染症前の観光入込客数及び宿泊者数

に復活させる。 

  【短期的視点】〇誘客・飲食キャンペーン 

  【長期的視点】〇新たなスタイルによる安全・安心な観光地づくり 

         〇長期滞在・高付加価値・富裕層・リピーター獲得型観光の推進 

         〇地域の自然や食資源を活用した地元消費の促進 

５ 意見交換の概要 

（１）プロジェクトチームの取組内容を説明した後に意見交換を実施した。 

 

（２）観光事業者からの主な意見 

 《プロジェクトチームでとりまとめた観光振興対策案について》 

・目指すところの方向性が非常に分かりやすく大変よくできている。（観光連盟） 

  ・盛りだくさんで過ぎるぐらいの内容。（施設協議会） 

 《その他の主な意見》 

  ・ビッグデータを戦略的に活用した顧客層の分析やマーケティングが必要である。

（観光連盟） 

  ・県単位、エリア単位でのＤＸの指標は非常に有益になるため重点的な実施をお願

いしたい。（旅館組合） 

  ・ソーシャルディスタンスを取る必要があり、コロナ前の３分の２の収容としてい

る。コロナ後にお客さんが戻って来た際に、現在の規模の施設で以前と同じ数の

お客さんが受け入れられるかどうか不安がある。（施設協議会） 
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・クレーム対応に対する研修や安全・安心なサービスを提供するための人材育成に凄

く費用がかかるので支援を充実して欲しい。（アクティビティ協会） 

  ・インバウンド政策について 2025 年の大阪万博を睨んだ準備を粛々と進めておく必

要がある。国際航路の再開を強くお願いしたい。（日本旅行業協会、旅館組合） 

  ・修学旅行の誘致先として感染者を抑え込む鳥取県として県外の学校から採用され

るケースが非常に多いので誘致強化を。（日本旅行業協会） 

  ・例えば県内空港や県内各駅に団体で入ったお客様が県内のバス会社を利用するこ

とで支援を受けられるような制度を検討いただきたい。（県バス協会） 

  ・小規模施設などは融資の返済期限が来ることに非常に恐怖感をいだいているので

返済緩和などあれば前広の周知をいただき不安を払拭してほしい。（旅館組合） 

  ・オミクロン株下での雇用調整助成金による支援について国への働きかけをお願い

したい。（旅館組合） 

  ・コロナの感染状況を見ながら早期のキャンペーンの再開をお願いする。キャンペ 

ーンは割引率が低くてもいいので長期間継続してほしい。（旅館組合） 
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「＃WeLove山陰キャンペーン」及び「スペシャル・ウェルカニキャンペーン」 

の停止等について 

令和４年 １月２１日 

観 光 戦 略 課 

 山陰両県連携による「＃WeLove 山陰キャンペーン」及び隣接県民（広島県、岡山県、兵庫県）を対象とした新

たな誘客対策「スペシャル・ウェルカニキャンペーン」を実施していますが、対象４県の感染拡大により、新規割

引予約の受付を停止しています。 

また、国「GoTo トラベルキャンペーン」再開の見通しが立たない中、感染状況が落ち着いた後に再開できるよ

う「＃WeLove 山陰キャンペーン」及び「スペシャル・ウェルカニキャンペーン」の実施期間を令和４年３月１０

日まで延長しました。 

 

１ 「WeLove山陰キャンペーン」の停止等 

島根県内の感染拡大により、島根県民向けの新規割引予約の受付を停止した。 

対象県 事業期間 新規割引予約の受付停止 

島根県 令和３年３月１日から令和４年３月１０日まで 令和４年１月２０日から当面の間 

   ※鳥取県民が島根県の宿泊施設等を利用する場合の割引も同様に停止した。 

＜「#WeLove山陰キャンペーン」の概要＞ 

 （１）期 間  令和４年３月１０日（木）まで 

 （２）対象者  鳥取県民・島根県民（ワクチン接種歴または陰性の検査結果が確認できる方） 

 （３）割引内容 ・県内ホテル・旅館等の宿泊料の割引（補助率：１／２、上限：５，０００円／人・泊） 

・県内観光施設・体験事業等の割引（補助率：１／２、上限：３，０００円／人・泊） 

         ・県内、島根県内旅行会社が実施する県内宿泊・日帰り旅行代金等の割引 

（補助率：１／２、上限：５，０００円／人・泊・回） 

（４）鳥取県プレミアムクーポンの配布 

   （３）の利用者に対し、県内の飲食店、土産物店、交通機関、宿泊施設の売店で利用できるクーポン

を配布 

ア 配布期間：令和４年３月１０日（木）まで 

※宿泊・宿泊旅行は３月１０日チェックイン分まで配布 

イ 利用可能期間：令和４年３月１１日（金）まで 

対象額 クーポン 

10,000円以上の宿泊料金等 1,000円券を２枚 

5,000円以上9,999円以下の宿泊料金等 1,000円券を１枚 

（５）登録施設数（１月１７日現在） 

１，３９２施設（ホテル・旅館：217、日帰り温泉：49、観光・体験等施設：153、旅行会社52、クーポン

利用可能施設：921） 

２ 「スペシャル・ウェルカニキャンペーン」の停止等 

令和３年１２月１５日から隣接県民（広島県、岡山県、兵庫県）を対象とした観光誘客キャンペーンを実施し

ているが、隣接県内の感染拡大により、隣接３県民向けの新規割引予約の受付を停止した。 

対象県 事業期間 新規割引予約の受付停止 

広島県 令和３年１２月１５日から令和４年３月１０日まで 令和４年１月１１日から当面の間 

岡山県 令和３年１２月２２日から令和４年３月１０日まで 令和４年１月１７日から当面の間 

兵庫県 令和４年１月４日から令和４年３月１０日まで 令和４年１月２０日から当面の間 

   ※鳥取県民が広島県、岡山県、兵庫県の宿泊施設等を利用する場合の割引も同様に停止した。 

＜「スペシャル・ウェルカニキャンペーン」の概要＞ 

 （１）期 間  令和４年３月１０日（木）まで 

 （２）対象者  広島県民・岡山県民・兵庫県民（ワクチン接種歴または陰性の検査結果が確認できる方） 

 （３）割引内容 ・県内ホテル・旅館等の宿泊料の割引（補助率：１／２、上限：５，０００円／人・泊） 

         ・県内、広島県、岡山県、兵庫県内旅行会社が実施する県内宿泊・日帰り旅行代金等の割引 

（補助率：１／２、上限：５，０００円／人・泊・回） 
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（４）鳥取県プレミアムクーポンの配布 

   （３）の利用者に対し、県内の飲食店、土産物店、交通機関、宿泊施設の売店で利用できるクーポン

を配布 

ア 配布期間：令和４年３月１０日（木）まで 

※宿泊・宿泊旅行は３月１０日チェックイン分まで配布 

イ 利用可能期間：令和４年３月１１日（金）まで 

対象額 クーポン 

10,000円以上の宿泊料金等 1,000円券を２枚 

5,000円以上9,999円以下の宿泊料金等 1,000円券を１枚 

（５）登録施設数（１月１７日現在） 

１，３０９施設（ホテル・旅館：205、旅行会社183、クーポン利用可能施設：921） 

 

３ 県内主要観光施設の入込状況及び宿泊施設の予約状況 

（１）県内主要観光施設の入込状況 

  全国的に感染状況が落ち着いた１０月以降は回復傾向で、年末年始も帰省客も多く好調だったが、感染

再拡大の影響により、各施設とも低調となっている。 

区 分 施設名等 
1月～12月 

令和３年実績 前年比 前々年比 

観光施設 

鳥取砂丘 600,888人 104.4％ 51.6％ 

青山剛昌ふるさと館 79,491人 92.3％ 36.3％ 

水木しげるロード 736,893人 76.3％ 24.5％ 

 

（２）県内宿泊予約状況 

鳥取県観光連盟が、会員である各温泉旅館組合及び各市ホテル旅館組合等（対象施設：118 施設）に対

して照会した。 

ア 調査日 令和４年１月１日現在 

イ 回答施設数 ５８施設 

ウ 実績・予約状況 

区分 
今年の状況（過去実績対比） 

12月実績 1月の予約状況 2月の予約状況 

対前年同月比（％） 104.2% 134.6% 64.5% 

対前々年同月比（％） 98.6% 60.1% 30.7% 

 

【県内宿泊施設の声】 

  ・年末年始はほぼ満室だった。例年１月は閑散期のため、感染拡大による影響は不明だが、予約の入り

方が例年よりも低調である。[東部旅館] 

・年末年始は大雪の影響によりキャンセルが多く出た。主要マーケットの関西からキャンセルが出始め

ている。[中部旅館] 

  ・キャンペーンの新規受付停止によりキャンセルが発生した。予約済みの方も旅行を控えようかとの雰

囲気がある。[西部旅館] 
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まんが王国とっとりの取組について 

令和４年１月２１日 

まんが王国官房 

 

今年は水木しげる先生がお生まれになって１００年の節目の年です。これを盛大にお祝いするため、１月１６

日に「水木しげる生誕１００周年お祝いタペストリー」を設置するとともに、お披露目式を開催しました。３月

６日には「まんが王国とっとり 生誕１００年 水木しげる生誕祭」を開催します。 

また、「国際マンガコンテスト表彰式マンガアワードＳＨＯＷ」を開催しますので併せて報告します。 

 

１ 水木しげる生誕１００周年お祝いタペストリーお披露目式 

水木しげる氏の生誕１００周年に祝意を表すとともに、本県への観光客誘致を推進するため、お祝いタペス

トリーを設置し、お披露目式を開催しました。 

（１）日時 令和４年１月１６日（日）午後３時３０分から５０分まで 

（２）場所 水木しげる記念館 前庭 

（３）内容 知事及び境港市長挨拶、除幕、タペストリーの紹介 

（４）タペストリーデザイン 

・水木しげる氏を囲むように同氏作品に登場するキャラクターが並ぶ 

インパクトのある華やかなデザイン。公式ロゴを配しオフィシャル 

タペストリーとして格調高く仕上げている。 

・人が並んで立てる高さにタペストリーを設置するため、好きなキャ 

ラクターと一緒に並んで撮影することができ、フォトスポットとしても楽しめる。 

 

２ 国際マンガコンテスト表彰式マンガアワードＳＨＯＷ 

「第１０回まんが王国とっとり国際マンガコンテスト」の表彰と併せて、声優トークショーや受賞作品への

公開アテレコ（※）、審査員によるまんが談義等を行うイベント「マンガアワードＳＨＯＷ」を開催します。 

※アテレコ…せりふなどに声をあてること 

（１）日時 令和４年２月１９日（土）午後３時から４時３０分まで 

（２）場所 とりぎん文化会館 小ホール 

（３）内容 声優トークショー、国際マンガコンテスト表彰式、受賞作品公開アテレコ など 

（４）ゲスト声優 朝日奈丸佳（あさひな・まどか）、山下七海（やました・ななみ） 

 

３ まんが王国とっとり 生誕１００年 水木しげる生誕祭 

水木しげる先生のふるさとへの功績に感謝し、「まんが王国とっとり 生誕１００年 水木しげる生誕祭」を

開催します。令和４年１月１１日（火）からトークイベントへの参加者募集を開始しています。 

（１）セレモニー概要 

ア 日時 令和４年３月６日（日）午前１０時２０分から４０分まで 

イ 場所 水木しげる記念館 前庭 

ウ 内容 オープニング、主催者あいさつ、バースデーカード贈呈、 

バルーンリリース 

（２）トークイベント概要 

ア 日時 令和４年３月６日（日）午後２時３０分から４時３０分まで 

（午後１時３０分開場） 

イ 場所 米子市公会堂  

ウ 内容 オープニング、主催者あいさつ、水木家スペシャル対談、スペシャルトークショー（ＶＴＲ上映）、 

豪華賞品があたる抽選会など 

  エ 参加者申込方法等 

      ・申込方法 ＷＥＢ応募フォーム（入場料無料） 

      ・申込期間 令和４年１月３１日（月）午後５時まで 
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愛知県旅行業協会鳥取県研修旅行におけるアンケートの紛失について 
  

令和４年１月２１日  
  名 古 屋 代 表 部 

 
 県と公益社団法人鳥取県観光連盟（以下、「観光連盟」という。）が共同で実施した「愛知県旅行
業協会鳥取県研修旅行」において下記のとおり記入済のアンケート回答用紙を紛失したことが判明
し、直ちに今回の経緯の説明と謝罪を行いました。 

今後、同様の事案が起きないよう再発防止策を講じて、個人情報の適切な管理に努めます。 
 

１ 概要 
   観光連盟と共同で実施した「愛知県旅行業協会鳥取県研修旅行」（令和４年１月１２日～１

３日・１泊２日）において、最終日（１３日）に参加者（旅行会社担当者）からアンケートを
徴取し、観光連盟の担当者が帰路の新幹線の座席で枚数（２０枚）を確認した。 

  翌日（１４日）朝、当該アンケートを入れたトートバックにアンケートがなく、ＪＲ遺失物案
内にも確認したが見つからなかった。 

 
２ 発生原因 
   アンケートを所持していた観光連盟担当者の不注意 
 
３ 漏洩した可能性のある情報 
   「鳥取県研修旅行アンケート」として、参加者（旅行会社担当者）に記載いただいた次の項

目（２０名分） 
・社名、職名、参加者名 
・今回の研修の全体的な感想 
・研修の中でお客様にお勧めしたい観光素材についての意見 
・今回の研修以外で鳥取県に興味を持つ観光素材の有無 
・観光連盟に対する要望 

 
４ 漏洩日時 

令和４年１月１３日 午後８時頃 
 
５ 対応状況 

愛知県旅行業協会（会長、副会長、専務の３役）に顛末を報告し謝罪 
 
６ 再発防止策 

・個人情報の含まれる書類の運搬に当たって、細心の注意を払うことをさらに徹底する。 
・さまざまな事務について、そもそも個人情報（氏名など）を収集する必要があるのかどうか

事前によく検討する。 
 
 
 

【参考】「愛知県旅行業協会鳥取県研修旅行」について 
（１）日時・場所：令和４年１月１２日（水）～１３日（木）・鳥取県内 
（２）主催：観光連盟、鳥取県 
（３）概要： 

・アフターコロナの中京圏からの誘客を図るため、旅行会社の担当者を鳥取県に招聘し、
観光魅力を体感していただくことでアフターコロナの旅行商品造成を促進する。 

・訪問先：とっとり花回廊、妖怪ナイトロード、倉吉白壁土蔵群、皆生温泉、三朝温泉 外 
（４）参加者：愛知県旅行業協会会員２０名 


